


急性期治療を終えた後も、
継続入院でリハビリテーションを実施。
他院からの転院にも対応します。

　日本人口の 3人に 1人が 65歳以上となる 2025 年を
見据え、2014 年に『医療介護総合確保推進法』が成立
しました。これは 5年後に迫る超高齢社会での、医療・
介護の需要急増を予測し定められた法案です。当院でも
求められるサービスを提供するための体制作りとして、
副島整形外科クリニックの現病床を副島整形外科病院へ
統合し、『地域包括ケア病棟』を新設致します。

現在日本の病床は、患者さんの状態を想定した、大きく４つの機能に区分されています。
※入院の際は、病院の体制や他の入院患者さんの状態なども含め、総合的に判断した上で区分が選択されます。

病棟の種類

自宅や施設で暮らすご高齢の方が入院する際、より安心に。地域包括ケア病棟の役割

病棟の体制

生命維持に関わるような状態からの早期安定を
 目指し、診療密度を特に高めた医療を提供。
例；救命救急入院、集中治療室、新生児治療等。

高度
急性期

急性期
生命維持に関わったり、症状の医学的管理や       
 手術後処置等の治療を日常的に必要とする
状態からの早期安定を目指した医療を提供。

慢性期
長期にわたり療養が必要な患者さん

 ( 重度の身体障害、意識障害、難病を

持つ方を含む )への医療の提供。

回復期
症状が安定した患者さんへの、在宅復帰に

 向けた医療や日常生活動作の向上を目的と

する集中的リハビリテーション等の提供。

副島整形外科の新病床体制 高度急性期 急性期 回復期 慢性期

地域包括ケア病棟は主に「急性期」と「回復期」の区分で患者さんの治療、帰宅のためのリハビリ等を行います。

地域包括ケア病棟の役割

地域包括ケア病棟とは、回復期としての長期入院を受け入れる他、他院やケアマネージャーとの連携を強化し、入院が
必要になった時、より安心して治療に専念できる医療制度です。当院が担う２つの役割を、具体例と共にご紹介します。

１, 治療のための継続的入院

骨折し、手術を受けた後、
日常動作ができるようになるまでに時間が掛かる

現在の副島整形外科病院 58床、副島整形外科クリニック 19床、計 77の急性期病棟は、全てを副島整形外科病院に統合し、

８月 (予定 )より急性期病棟47床、主に回復期の患者さんのための地域包括ケア病棟30床の、二つの病棟体制となります。

新たに回復期病棟の体制を整備することで、在宅復帰までの集中的リハビリテーションの実施や充実した介護サービス

計画書の作成など、これまで以上に地域の患者さんの状態に寄り添った医療サービスを提供します。

具体例

筋力を取り戻すための
集中的リハビリテーションを目的とした入院、

ケアマネージャーとの連携による介護度の見直し等。

地域包括ケア病棟の役割

２, 在宅復帰支援

普段は自宅で過ごしているが、筋力が落ちてしまい
これまで通りの日常生活を送れるか不安

具体例

２０２０年８月より副島整形外科の病床体制が変わります

副島整形外科からのお知らせ
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　初
夢

　
末
息
子
は
今
年
も
受
験
生
で
も
楽
し
く
生
き
て
い
る
。

　「
お
や
じ
凄
い
初
夢
や
っ
た
ヨ
。
富
士
山
以
外
、

全
部
出
て
き
た
ヨ
。
今
年
は
合
格
や
ね
、
こ
れ
は
。」

と
、
大
変
な
事
で
あ
る
。
ど
ん
な
風
に
な
れ
ば
、

そ
う
都
合
良
く
、
い
ち
富
士
を
除
き
つ
つ
、

に
鷹
、
さ
ん
茄
子
、
さ
ら
に
、
四
扇
、
五
煙
草
、

六
座
頭
が
配
置
出
来
る
の
か
。        

   「
良
く
晴
れ
た
日
、
空
か
ら
茄
子
が
大
量
に

降
っ
て
来
て
ね
、
街
は
パ
ニ
ッ
ク
。
そ
こ
で
、
僕
と

勝
新
太
郎
が
、
コ
ン
ビ
組
ん
で
街
を
救
う
の
ね
。

勝
新
が
居
合
い
斬
り
、
グ
ズ
グ
ズ
に
な
っ
た
茄
子
を

扇
で
祓
う
。
だ
け
ど
な
に
せ
大
量
の
茄
子
、

も
う
駄
目
だ
と
思
っ
た
時
、
鷹
の
大
群
が
茄
子
を

咥
え
て
飛
び
去
っ
た
。
か
な
り
縁
起
い
い
よ
ね
。

も
ち
ろ
ん
座
頭
市
は
、
く
わ
え
煙
草
。」

   

私
と
言
え
ば
、
猿
と
戯
れ
て
い
た
。

　「
猿
さ
ん
な
の
に
会
話
し
て
い
る
の
は
凄
い
ね
。」

と
、
褒
め
た
つ
も
り
だ
っ
た
が
彼
は
怒
っ
て
い
る
。

   「
私
は
猿
な
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
。
ふ
ふ
ふ
、
私
は
、

大
型
類
人
猿
で
す
。
大
型
類
人
猿
は
、
あ
な
た
が
た

人
類
と
D
N
A
は
97
%
同
じ
で
す
か
ら
ね
。

ゴ
リ
ラ
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
、
ボ
ノ
ボ
、
そ
し
て
私
た
ち

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
、
の
四
種
類
が
い
ま
す
。」

   「
そ
う
か
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
君
。
そ
れ
で
流
ち
ょ
う
に

話
す
の
ね
。
素
晴
ら
し
い
。」

   「
普
通
は
、
話
し
ま
せ
ん
。
話
し
て
る
よ
う
で
も
、

あ
な
た
が
た
と
違
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
る
訳

で
は
な
い
の
で
す
。
あ
な
た
に
褒
め
ら
れ
る
為
か
、
餌
を

も
ら
う
為
に
だ
け
言
葉
を
操
り
ま
す
。
3
%
の
違
い
は

こ
こ
で
す
ね
。
あ
な
た
が
た
人
類
の
素
晴
ら
し
さ
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
言
葉
で
行
う
事
に
尽
き
ま
す
。」

　
な
ん
だ
か
、
人
類
を
代
表
し
て
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
に

褒
め
て
も
ら
っ
た
。
良
き
初
夢
、
今
年
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
生
き
て
行
こ
う
。

　
も
う
一
度
原
点
へ
、
人
生
も
医
療
も
。

医
療
法
人  

整
肢
会
　
理
事
長  

副
島 

義
久

イラスト リハビリテーション科  樋口達也
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N

S

画像

MRIのしくみ

被ばくしない

骨内部の組織を撮影できる

M
R
I
は
、言
う
な
れ
ば
巨
大
な
磁
石
の
よ
う
な
機
器
で
す
。

M
agnetic Resonanse Im

aging

の
略
で
、

こ
れ
を
日
本
語
に
す
る
と
磁
気
共
鳴
画
像
。

こ
の
「
共
鳴
」
が
機
器
の
特
徴
を
表
し
て
い
ま
す
。

体
内
の
水
素
原
子
が
磁
気
に
共
鳴
す
る
こ
と
で
発
せ
ら
れ
た

微
弱
な
電
波
を
、
読
み
取
っ
て
画
像
に
す
る
の
が
、

M
R
I
と
い
う
装
置
の
機
能
で
す
。

ま
た
、
X
線
（
レ
ン
ト
ゲ
ン
や
C
T
）
と
異
な
り

放
射
線
に
よ
る
被
ば
く
が
な
い
の
で

小
さ
な
お
子
さ
ん
も
安
心
し
て
検
査
を
受
け
ら
れ
る
、

骨
や
体
内
の
空
気
の
影
響
を
受
け
な
い
た
め
骨
に
囲

ま
れ
た
神
経
・
骨
髄
・
脳
な
ど
の
箇
所
を
撮
影
で
き
る
、

と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

整
形
外
科
分
野
で
は
M
R
I
を
用
い
、

外
か
ら
見
え
な
い
次
の
よ
う
な
部
位
の
状
態
を

診
断
し
ま
す
。　
　

○
M
R
I
を
診
察
材
料
と
す
る
部
位
例

骨
、
軟
骨
、
靭
帯
、
神
経
、
脊
椎
内
の
神
経
や
血
管
、

出
血
や
炎
症
箇
所
な
ど　
　

○
M
R
I
で
診
断
の
つ
く
疾
患
や
症
状
例

X
線
で
判
断
で
き
な
い
骨
折
、
ヘ
ル
ニ
ア
、

脊
髄
の
腫
瘍
や
狭
窄
症
、
骨
の
奇
形
や
変
形
、 

骨
軟
部
腫
瘍
や
損
傷
、
半
月
板
損
傷
、

靭
帯
損
傷
な
ど　
　

診療放射線科  下平

っ
て

M
R
I
は
ど
う
い
っ
た
装
置
な
の
か
、

何
を
診
断
し
て
い
る
の
か
、
撮
影
時
に

気
を
つ
け
る
こ
と
な
ど
を
ご
説
明
し
ま
す
。

何何
だ
ろ
う
？

M
R
I
と
は
ど
ん
な
機
器
か

M
R
I
で
診
断
す
る
疾
患
や
症
状

ポイント１、新型導入のメリット ポイント２、駐車スペースの変更

NEW!MRI室、移設準備中です
副島整形外科クリニックにMＲI 機器の新型を導入します。
診療の妨げとならないよう、導入する機器は新たな場所に設
置します。現在移設の準備を行っており、設置完了及び稼働
開始時期は２０２１年２月頃を予定しています。

・より詳しく患部の状態が確認できます

・内容により、検査時間が短くなります

・検査内容により、

  １日に受けることのできる予約枠が増えます

・駐車スペースの移動や一時的縮小が発生します

  駐車に関するお知らせは都度ご案内します。
  工事中はご不便をお掛けしますが、
  ご理解のほど、宜しくお願い致します。

副島整形外科クリニックからのお知らせ
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better

妊娠、その可能性 刺青 (タトゥー ) 手術歴狭いところが苦手

磁気物を持ち込まない 金属類を取り外す検査着のみ着用

1234567890

CASHCARD

ラメ化粧を落とす

磁気性質

診断箇所

角度

所要時間

三次元 (立体 ) 三次元 (立体 )二次元 (平面 )

放射線 放射線

靭帯、神経、
軟骨、出血など

骨折、関節変形、
脱臼、石灰化など

骨折の
ズレや広がりなど

被ばく なし あり あり

検査音 大きい 静か 静か

15～40 分 5分 5～15 分

X線 X線CT

整
形
外
科
の
分
野
で
患
部
の
撮
影
に
用
い
る
主
な
機
器
は

M
R
I
、
X
線
、
X
線
C
T
と
呼
ば
れ
る
３
種
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
原
理
や
性
質
を
持
ち
、
診
察
す
る
目
的

や
状
況
に
応
じ
て
使
い
分
け
ま
す
。

機
種
ご
と
の
特
徴
や
、
主
だ
っ
た
用
途
の
傾
向
な
ど
を
、

左
の
表
に
ま
と
め
ま
し
た
。

M
R
I
は
磁
気
が
強
力
な
た
め
、
金
属
類
に
注
意
が
必
要
で
す
。

次
の
点
に
注
意
し
、
安
全
な
検
査
・
撮
影
に
ご
協
力
下
さ
い
。 

○
体
内
に
心
臓
ペ
ー
ス
メ
ー

カ
ー
や
ス
テ
ン
ト
、
人
工
内
耳

な
ど
の
金
属
物
を
装
着
し
て
い

る
と
、
機
種
や
体
内
装
置
の
材

質
に
よ
り
検
査
が
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
刺
青
が
あ
る
と
、

顔
料
に
鉄
分
が
含
ま
れ
て
い
る

場
合
、
皮
膚
を
火
傷
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。 

○
妊
娠
ま
た
は
そ
の
可
能
性
が

あ
る
方
の
場
合
、
磁
気
が
身
体

に
与
え
る
影
響
が
完
全
に
解
明

さ
れ
て
い
る
訳
で
は
な
い
た
め
、

安
全
を
考
慮
し
対
応
し
ま
す
。

○
狭
い
と
こ
ろ
が
苦
手
、
閉
所

恐
怖
症
と
い
っ
た
方
の
場
合
、

検
査
中
に
身
体
を
動
か
す
と

鮮
明
な
画
像
が
撮
れ
な
い
た
め
、

別
の
検
査
を
検
討
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

○
事
故
防
止
の
た
め
、

腕
時
計
、
ヘ
ア
ピ
ン
、

ピ
ア
ス
や
ネ
ッ
ク
レ
ス

な
ど
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、

入
れ
歯
な
ど
の
金
属
類

は
全
て
取
り
外
し
ま
す
。

○
事
故
や
機
器
の
故
障

防
止
の
た
め
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
磁
気

カ
ー
ド
類
、
携
帯
電
話
、

補
聴
器
な
ど
は
持
ち
込

め
ま
せ
ん
。

○
皮
膚
を
火
傷
す
る
恐

れ
が
あ
る
た
め
、
金
属

物
が
含
ま
れ
た
化
粧

（
マ
ス
カ
ラ
、
シ
ャ
ド
ウ

な
ど
）
を
落
と
し
ま
す
。

○
衣
類
や
下
着
に
金
属

が
使
用
さ
れ
て
い
る
場

合
は
そ
れ
を
取
り
外
し
、

検
査
着
を
着
用
し
て
頂

い
て
い
ま
す
。

整形分野における撮影機器の特徴・使い分け M
R
I
、
X
線
、
X
線
C
T
の
性
質

M
R
I
撮
影
時
の
注
意
点
と
ご
協
力
の
お
願
い

検査前に申告して下さい

検査時にご協力をお願いしています。

副島整形外科クリニックからのお知らせ
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